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(57)【要約】
【課題】家畜の種類又は月齢の体高に合わせて上下位置
の調節が簡単な家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽を提
供する。
【解決手段】家畜に与えるための水を蓄える水飲槽本体
１２と、水飲槽本体１２を上下高さ調整自在に昇降させ
る上下高さ調整機構１３とを備えた家畜用上下高さ調整
機構付き水飲槽１１であって、上下高さ調整機構１３は
、基台となる下フレーム１４と、水飲槽本体１２を支承
する上フレーム１５と、下フレーム１４と上フレーム１
５の間に縦２列に配列され、下フレーム１４と上フレー
ム１５の間隔を調節する複数の間隔調整部材１６，１６
…と、間隔調整部材１６を作動させるパンタグラフジャ
ッキ１７と、異なる列の間隔調整部材１６，１６同士を
互いに連結する横連結部材と、複数の間隔調整部材６，
６…を同時に作動させるため、複数の横連結部材を連結
する縦連結部材１９とを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家畜に与えるための水を蓄える水飲槽本体と、前記水飲槽本体を上下高さ調整自在に昇
降させる上下高さ調整機構とを備えた家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽であって、前記
上下高さ調整機構は、基台となる下フレームと、前記水飲槽本体を支承する上フレームと
、前記下フレームと上フレームの間に縦複数列に配列され、前記下フレームと上フレーム
の間隔を調節する複数の間隔調整部材と、前記間隔調整部材を作動させる作動部材と、異
なる列の前記間隔調整部材同士を互いに連結する横連結部材と、前記複数の間隔調整部材
を同時に作動させるため、複数の前記横連結部材を連結する縦連結部材とを備えているこ
とを特徴とする家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽。
【請求項２】
　前記間隔調整部材は、両端が前記下フレームと上フレームに夫々回転自在に軸支される
固定リンク部材と、上端が前記上フレームに回転自在に軸支され、下端に前記下フレーム
上を転動させるための転動輪が配設された可動リンク部材とを備え、前記横連結部材は、
異なる列の前記間隔調整部材同士を夫々前記可動リンク部材の転動輪近傍で互いに連結す
ることを特徴とする請求項１記載の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽。
【請求項３】
　前記作動部材は、一端が前記下フレームに直接又は適宜部材を介して固着され、他端が
前記連結部材に固着されたパンタグラフジャッキであることを特徴とする請求項１又は２
記載の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽。
【請求項４】
　前記作動部材は、前記下フレームに直接又は適宜部材を介して固着され、前記連結部材
に結着されたワイヤーを巻き取るためのウインチであることを特徴とする請求項１又は２
記載の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽。
【請求項５】
　前記上下高さ調整機構の誤作動を防止し安全を確保するためのストッパーを設けたこと
を特徴とする請求項１乃至４のうち何れか一に記載の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽
。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちいずれか一に記載された家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の前
記水飲槽本体に代えて、家畜に与えるための飼料等を蓄える飼槽本体を備えたことを特徴
とする家畜用上下高さ調整機構付き飼槽。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家畜の種類又は月齢の体高に合わせて簡単な操作で上下位置の調節が可能な
家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽及び飼槽に関する。
【背景技術】
【０００２】
　家畜が放牧地等で飲水したり、飼料を食べる場合、家畜の種類、家畜の月齢で体高が異
なり、例えば、親馬の体高と親羊の体高、また育成牛の体高などさまざまの適正高さの水
飲み槽、飼槽が要求される。
　然しながら、従来、水飲み槽又は飼槽は、一般的にどの家畜かの平均的高さに合わせて
設置されており、そのため、平均より小さい家畜は飲みづらく、成長に影響を与える。
　或いは、同一放牧地内で対象家畜の種類又は月齢に合わせて個々の体高に合わせた水飲
み槽又は飼槽を夫々設置することもあり、この場合、対象家畜の種類に合わせて多種類の
水飲み槽又は飼槽を必要とする。
　更に、対象家畜の種類又は月齢に合わせて個々の体高に合わせた水飲み槽又は飼槽を設
置しても、家畜同士の競合による怪我、水槽内、飼槽内への転落による水槽、飼槽本体の
破損及び家畜の死亡事故が起きたりする虞がある。
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【０００３】
　図１２に於いて、１は、従来の家畜用水飲槽の一例を示し、家畜用水飲槽１は、家畜に
与えるための水を蓄える水飲槽本体２と、水飲槽本体２を所定高さに支える支持台３と、
水飲槽本体２近傍に於ける家畜同士の競合による怪我、水飲槽本体２内への転落による家
畜用水飲槽１の破損及び家畜の死亡事故を防止するための柵４等を備えている。
【０００４】
　尚、此種の先行文献として、例えば、特許文献１がある。特許文献１には、汚水や汚物
を一括して排出でき、水槽掃除の重労働的負担を解消できる家畜用自動給水槽が記載され
ている。
【特許文献１】実用新案登録第３１１２６８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述したように、従来、水飲み槽、飼槽は、一般的にどの家畜かの平均的高さに合わせ
て設置されており、そのため、平均より小さい家畜は飲みづらく、成長に影響を与える。
　又、同一放牧地内で対象家畜の種類又は月齢に合わせて個々の体高に合わせた水飲み槽
及び飼槽を設置する場合、多種類の水飲み槽及び飼槽を必要とする。
　尚、特許文献１は、高さ位置が固定された給水槽であり、前述の問題を解決するもので
はない。
【０００６】
　以上の現状に鑑み、本発明は、家畜の種類又は月齢の体高に合わせて簡単な操作で上下
位置の調節が可能な家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽及び飼槽を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決すべく、本発明は以下の構成を提供する。
　請求項１に係る発明は、家畜に与えるための水を蓄える水飲槽本体と、前記水飲槽本体
を上下高さ調整自在に昇降させる上下高さ調整機構とを備えた家畜用上下高さ調整機構付
き水飲槽であって、前記上下高さ調整機構は、基台となる下フレームと、前記水飲槽本体
を支承する上フレームと、前記下フレームと上フレームの間に縦複数列に配列され、前記
下フレームと上フレームの間隔を調節する複数の間隔調整部材と、前記間隔調整部材を作
動させる作動部材と、異なる列の前記間隔調整部材同士を互いに連結する横連結部材と、
前記複数の間隔調整部材を同時に作動させるため、複数の前記横連結部材を連結する縦連
結部材とを備えていることを特徴とする家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽を提供するも
のである。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、前記間隔調整部材は、両端が前記下フレームと上フレームに夫
々回転自在に軸支される固定リンク部材と、上端が前記上フレームに回転自在に軸支され
、下端に前記下フレーム上を転動させるための転動輪が配設された可動リンク部材とを備
え、前記横連結部材は、異なる列の前記間隔調整部材同士を夫々前記可動リンク部材の転
動輪近傍で互いに連結することを特徴とする請求項１記載の家畜用上下高さ調整機構付き
水飲槽を提供するものである。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、前記作動部材は、一端が前記下フレームに直接又は適宜部材を
介して固着され、他端が前記連結部材に固着されたパンタグラフジャッキであることを特
徴とする請求項１又は２記載の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽を提供するものである
。
【００１０】
　請求項４に係る発明は、前記作動部材は、前記下フレームに直接又は適宜部材を介して
固着され、前記連結部材に結着されたワイヤーを巻き取るためのウインチであることを特
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徴とする請求項１又は２記載の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽を提供するものである
。
【００１１】
　請求項５に係る発明は、前記上下高さ調整機構の誤作動を防止し安全を確保するための
ストッパーを設けたことを特徴とする請求項１乃至４のうち何れか一に記載の家畜用上下
高さ調整機構付き水飲槽を提供するものである。
【００１２】
　請求項６に係る発明は、請求項１乃至５のうちいずれか一に記載された家畜用上下高さ
調整機構付き水飲槽の前記水飲槽本体に代えて、家畜に与えるための飼料等を蓄える飼槽
本体を備えたことを特徴とする家畜用上下高さ調整機構付き飼槽を提供するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の請求項１記載の発明によれば、家畜の種類又は月齢の体高に合わせて簡単な操
作で上下位置の調節が可能な家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽を提供することができる
。又、水飲槽本体の水平を保ちながら水飲槽本体を連続的に簡単に昇降させることが可能
になる。
【００１４】
　請求項２記載の発明によれば、請求項１記載の発明の効果に加え、耐荷重性の高い上下
高さ調整機構を提供することができる。
【００１５】
　請求項３記載の発明によれば、請求項１又は２記載の発明の効果に加え、安価で、操作
性の良い作動部材を提供できる。又、動力を使わず手動で簡単に水飲槽本体を昇降させる
ことが可能になる。
【００１６】
　請求項４記載の発明によれば、請求項１又は２記載の発明の効果に加え、安価で、操作
性の良い作動部材を提供できる。又、動力を使わず手動で簡単に水飲槽本体を昇降させる
ことが可能になる。
【００１７】
　請求項５記載の発明によれば、請求項１乃至４のうち何れか一に記載の発明の効果に加
え、ストッパーによって、上下高さ調整機構の誤作動を防止し安全を確保することができ
る。
【００１８】
　請求項６記載の発明によれば、請求項１乃至５記載の発明と同様な効果が得られる家畜
用上下高さ調整機構付き飼槽を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、実施例を示した図面を参照しつつ本発明の実施の形態を説明する。
　図１に於いて、１１は本発明の第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽を示
し、家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽１１は、家畜に与えるための水を蓄える水飲槽本
体１２と、水飲槽本体１２を上下高さ調整自在に昇降させる上下高さ調整機構１３とを備
え、上下高さ調整機構１３は、基台となる下フレーム１４と、水飲槽本体１２を支承する
上フレーム１５と、下フレーム１４と上フレーム１５の間に縦２列に配列され、下フレー
ム１４と上フレーム１５の間隔を調節する複数の間隔調整部材１６と、間隔調整部材１６
を作動させる図２に示す作動部材であるパンタグラフジャッキ１７と、異なる列の間隔調
整部材１６，１６同士を互いに連結する横連結部材１８と、複数の間隔調整部材１６，１
６…を同時に作動させるため、複数の横連結部材１８，１８…を連結する２本の縦連結部
材１９，１９とを備えている。尚、前記下フレーム１４と上フレーム１５は、フレーム状
であることが好ましいが、フレーム状ではない部材で構成することも可能である。又、前
記縦２列は、縦複数列であっても良い。
【００２０】
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　そして、間隔調整部材１６は、図３に示すように、両端が下フレーム１４と上フレーム
１５に夫々回転自在に軸支される固定リンク部材２０と、上端が上フレーム１５に回転自
在に軸支され、下端に下フレーム１４上を転動させるための転動輪２１が配設された可動
リンク部材２２とを備えている。
　又、横連結部材１８は、異なる列の間隔調整部材１６，１６同士を夫々可動リンク部材
２２，２２の転動輪２１，２１近傍で互いに連結している。例えば、図３に示すように、
転動輪２１，２１の軸部を互いに連結している。
【００２１】
　又、前記パンタグラフジャッキ１７は、図４に示すように、基端が下フレーム１４に掛
架された固定部材２３に固着され、先端が下フレーム１４の左端近傍に配設された横連結
部材１８に固着されている。
　パンタグラフジャッキ１７は、伸縮によって、パンタグラフジャッキ１７に固着された
横連結部材１８を左右に移動させるように構成されている。
【００２２】
　図１に於いて、２４はストッパーであり、ストッパー２４は、下フレーム１４に固着さ
れたストッパー本体部に於いて、ネジが刻設されたネジ棒が左右方向に螺進して停止する
ことにより、前記縦連結部材１９の右端を所定位置で停止させるように構成されており、
それによって、上下高さ調整機構１３の誤作動を防止し安全を確保するものである。尚、
前記ネジ棒の代わりに適宜長さを有するブロック等を、縦連結部材１９の右端と、ストッ
パー本体部又は下フレーム１４の右端部との間に挿入しても良い。
　又、図１及び図５に於いて、２５は水飲槽本体１２の上方に設けた柵であり、柵２５は
、水飲槽本体１２の長手方向に延びる複数の縦棒２６，２６…を垂直方向に並行して並べ
、保持部材２７を介して保持したものである。
　前記柵２５は、水飲槽本体１２近傍に於ける家畜同士の競合による怪我、水槽本体１２
内への転落による家畜の死亡事故、又は、水槽本体１２の破損等を防止することができる
。
　又、柵２５を仕切り柵として利用することもできる。
　更に、図１及び図６に於いて、２８は前記水飲槽本体１２に設けた自動給水装置であり
、自動給水装置２８は水位を検知して水位が所定水位に下がると給水を開始させるフロー
ト弁２９を備えている。
　又、図７に於いて、３０は、水飲槽本体１２内の水を排水する排水弁である。
【００２３】
　而して、前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽１１の高さ調整を行なう場合は、図２
に示す前記パンタグラフジャッキ１７に係合させたハンドル（図示せず）を回して前記パ
ンタグラフジャッキ１７を伸張させると、パンタグラフジャッキ１７に固着された横連結
部材１８が左方に移動し、これによって、横連結部材１８に連結された可動リンク部材２
２の下端部が転動輪２１の回転と共に左に移動し、同時に、横連結部材１８に連結された
異なる列の間隔調整部材１６の可動リンク部材２２の下端部も転動輪２１の回転と共に左
に移動し、更に、縦連結部材１９で連結された他の間隔調整部材１６，１６…も同様に連
動し、全ての間隔調整部材１６，１６…の高さが高くなり、これによって、図１（ｂ）に
示すように、上フレーム１５の高さが水平を維持したまま高くなり、同時に水飲槽本体１
２の高さも高くなる。この高さ位置は、パンタグラフジャッキ１７により維持させること
ができる。
【００２４】
　反対に、ストッパー２４を外した状態で、図２に示す前記パンタグラフジャッキ１７の
ハンドルを逆に回して前記パンタグラフジャッキ１７を縮小させると、パンタグラフジャ
ッキ１７に固着された横連結部材１８が右方に移動し、これによって、横連結部材１８に
連結された可動リンク部材２２の下端部が転動輪２１の回転と共に右に移動し、同時に、
横連結部材１８に連結された異なる列の間隔調整部材１６の可動リンク部材２２の下端部
も転動輪２１の回転と共に右に移動し、更に、縦連結部材１９で連結された他の間隔調整
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部材１６，１６…も同様に連動し、全ての間隔調整部材１６，１６…の高さが低くなり、
これによって、図８に示すように、上フレーム１５の高さが水平を維持したまま低くなり
、同時に水飲槽本体１２も高さが低くなる。この高さ位置は、パンタグラフジャッキ１７
により維持させることができる。
【００２５】
　前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽１１は、１つのパンタグラフジャッキ１７を操
作するだけで水飲槽本体１２の高さを調節することが可能であり、又、水飲槽本体１２を
傾けることなく、水平に上下調節することができる。
　前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽１１は、水飲槽本体１２内に水を入れない状態
で、水飲槽本体１２の高さを上下に調節することが望ましいが、万一、水飲槽本体１２内
に水を入れた状態で、水飲槽本体１２の高さを上下に調節する場合に於いても、水飲槽本
体１２が傾かないので、水飲槽本体１２の水がこぼれる心配がない。
【００２６】
　図９に於いて、４１は、本発明の第２実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽を
示し、家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽４１は、前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲
槽（図１に於いて１１）のパンタグラフジャッキ（図１に於いて１７）に代えて、作動部
材としてウインチ４２を設けたものである。
　ウインチ４２は、図９（ｂ）に示すように、下フレーム１４に固着され、横連結部材１
８に結着されたワイヤー４３を巻き取り自在に構成され、ウインチ４２によってワイヤー
４３が巻き取られると、ワイヤー４３に結着された横連結部材１８が左方に移動するよう
に構成されている。
【００２７】
　而して、前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽４１の高さ調整を行なう場合は、ウイ
ンチ４２のハンドル４４を回してワイヤー４３を巻き取ると、ワイヤー４３に結着された
横連結部材１８が左方に移動し、これによって、横連結部材１８に連結された可動リンク
部材２２の下端部が転動輪２１の回転と共に左に移動し、同時に、横連結部材１８に連結
された異なる列の間隔調整部材１６の可動リンク部材２２の下端部も転動輪２１の回転と
共に左に移動し、更に、縦連結部材１９で連結された他の間隔調整部材１６，１６…も同
様に連動し、全ての間隔調整部材１６，１６…の高さが高くなり、これによって、上フレ
ーム１５の高さが水平を維持したまま高くなり、同時に水飲槽本体１２も高さが高くなる
。
　この高さ位置は、ウインチ４２により維持させることができる。
　反対に、ストッパー２４を外した状態で、前記ウインチ４２のハンドル４４を反対側に
回してワイヤー４３を巻き戻すと、ワイヤー４３に結着された横連結部材１８が右方に移
動し、これによって、横連結部材１８に連結された可動リンク部材２２の下端部が転動輪
２１の回転と共に右に移動し、同時に、横連結部材１８に連結された異なる列の間隔調整
部材１６の可動リンク部材２２の下端部も転動輪２１の回転と共に右に移動し、更に、縦
連結部材１９で連結された他の間隔調整部材１６，１６…も同様に連動し、全ての間隔調
整部材１６，１６…の高さが低くなり、これによって、上フレーム１５の高さが水平を維
持したまま低くなり、同時に水飲槽本体１２の高さも低くなる。この高さ位置は、ウイン
チ４２により維持させることができる。
【００２８】
　前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽４１は、１つのウインチ４２を操作するだけで
水飲槽本体１２の高さを調節することが可能であり、又、水飲槽本体１２を傾けることな
く、水平に上下調節することができる。
【００２９】
　図１０に於いて、５１は、本発明の第３実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き飼槽で
あり、家畜用上下高さ調整機構付き飼槽５１は、前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽
（図１に於いて１１）の水飲槽本体（図１に於いて１２）に代えて、飼槽本体５２を備え
たものであり、飼槽本体５２は、前記水飲槽本体（図１に於いて１２）が備える前記自動
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給水装置（図６に於いて２８）、前記フロート弁（図６に於いて２９）及び前記排水弁（
図７に於いて３０）等を備えないものである。
　図１０に示す飼槽本体５２は、前記水飲槽本体（図１に於いて１２）と略同じ形状であ
るが、適宜形状にすることも可能である。又、前記水飲槽本体（図１に於いて１２）を飼
槽本体５２として用いることも可能である。
　家畜用上下高さ調整機構付き飼槽５１は、前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽１１
と同様な操作により、上下高さ調整が可能であり、同様の効果が期待できる。
【００３０】
　図１１に於いて、６１は、本発明の第４実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き飼槽で
あり、家畜用上下高さ調整機構付き飼槽６１は、前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽
（図９に於いて４１）の水飲槽本体（図９に於いて１２）に代えて、飼槽本体５２を備え
たものであり、飼槽本体５２は、前記水飲槽本体（図９に於いて１２）が備える前記自動
給水装置（図６に於いて２８）、前記フロート弁（図６に於いて２９）及び前記排水弁（
図７に於いて３０）等を備えないものである。
　図１１に示す飼槽本体５２は、前記水飲槽本体（図１に於いて１２）と略同じ形状であ
るが、適宜形状にすることも可能である。又、前記水飲槽本体（図９に於いて１２）を飼
槽本体５２として用いることも可能である。
　家畜用上下高さ調整機構付き飼槽６１は、前記家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽４１
と同様な操作により、上下高さ調整が可能であり、同様の効果が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】（ａ）本発明による第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の平面図
である。（ｂ）本発明による第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の正面図
である。
【図２】本発明による第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の間隔調整部材
及びパンタグラフジャッキの平面図である。
【図３】（ａ）本発明の間隔調整部材の拡大斜視図である。（ｂ）本発明の間隔調整部材
の側面図である。
【図４】本発明のパンタグラフジャッキの取付状態を示す斜視図である。
【図５】本発明による第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の側面図である
。
【図６】本発明による第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の自動給水装置
及びフロート弁を示す側面縦断面図である。
【図７】本発明による第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の排水弁を示す
側面縦断面図である。
【図８】本発明による第１実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の水飲槽本体の
高さを低くした状態を示す正面図である。
【図９】（ａ）本発明による第２実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の正面図
である。（ｂ）本発明による第２実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽のウイン
チの取付状態を示す斜視図である。
【図１０】本発明による第３実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の正面図であ
る。
【図１１】本発明による第４実施形態の家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽の正面図であ
る。
【図１２】従来例の家畜用水飲槽の正面図である。
【符号の説明】
【００３２】
１１，４１　家畜用上下高さ調整機構付き水飲槽
１２　水飲槽本体
１３　上下高さ調整機構
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１４　下フレーム
１５　上フレーム
１６　間隔調整部材
１７　パンタグラフジャッキ
１８　横連結部材
１９　縦連結部材
２０　固定リンク部材
２１　転動輪
２２　可動リンク部材
２４　ストッパー
４２　ウインチ
４３　ワイヤー
５１，６１　家畜用上下高さ調整機構付き飼槽
５２　飼槽本体

【図１】 【図２】

【図３】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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